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地域における小児保健・医療提供体制に関する研究 

 
研究分担者 田口 智章 九州大学大学院医学研究院小児外科学分野 教授 

 

【研究要旨】 

地域における小児保健医療提供体制の問題点と包括的な成長発育支援の在り方に関して、

personal health record (PHR)の普及という観点から検討し、特に小児外科領域におけるPHR のモデ

ル構築を行うことで本プロジェクトにおける政策提言につながることを目的とする。研究の目的

に従い１）新生児外科疾患に関する疫学的調査、２）「ポケットカルテ」への電子版 NICU 退院

手帳システムの実装、３）他事業との連携、４）新生児外科疾患患者に対する予防接種・健康診

断モデルの構築、の 4つの観点から研究を行った。本研究で進めている「ポケットカルテ」はPHR

の一つのモデルであり、また領域に関しても新生児外科に特化して開始している。今後は内容を

さらに充実させるととともに他領域との連携を図り、さらに、実際的なものとして普及するため

の方策を講じる予定である。地域における小児保健医療提供体制の問題点と包括的な成長発育支

援の在り方に関して、小児外科関連の専門医制度、NCD（National Clinical Database）などの症例登

録制度との連携がどのような現状であるか、またどのように貢献しているのか 2 つの観点から研

究を行った。小児外科関連の専門医制度の問題点として地域遍在性が解消されていないこと、新

しく始まった関連領域の認定医制度は取得者がまだ少ない現状がある。NCD においては専門医制

度との連携や医療水準の評価に基づく医療の質の向上が図られており、データベースをもとにし

た地域医療の問題点の把握なども可能になると考えられる。これらのとりくみは地域における小

児保健医療提供体制、特に小児外科領域についても提言を行うために必要であると考える。 

 

A. 研究目的 
地域における小児保健医療提供体制の問題点と
包括的な成長発育支援の在り方に関して、personal 
health record (PHR)の普及という観点から検討し、
特に小児外科領域における PHR のモデル構築を
行うことで本プロジェクトにおける政策提言に
つながることを目的とする。また、地域における
小児保健医療提供体制の問題点と包括的な成長
発育支援の在り方に関して、小児外科関連の専門
医制度、NCD（National Clinical Database）などの
症例登録制度との連携がどのような現状である
か、またどのように貢献しているのかを研究する。 
 
B. 研究方法 
研究の目的に従い、平成 28 年度は、以下の 4 つ
の領域に細分し、研究を行った。 

1) 新生児外科疾患に関する疫学的調査 
2) 「ポケットカルテ」への電子版NICU退院手

帳システムの実装 
3) 他事業との連携 
4) 新生児外科疾患患者に対する予防接種・健康

診断モデルの構築 
平成 29 年度は、以下の研究を行った。 

小児外科関連の専門医制度：NCD（National Clinical 

Database）との連携 
 
C. 研究結果 
平成 28 年度： 
1) 新生児外科疾患に関する疫学的調査 

① 新生児外科疾患の代表的疾患である先
天性横隔膜ヘルニアの長期的フォロー
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アップに関連する疫学調査を行った。 
② 日本小児外科学会で5年毎に行う、新生

児外科全国アンケートの結果検討。 
2) 「ポケットカルテ」への電子版NICU退院手

帳システムの実装 
① 新生児外科疾患に関する「ポケットカル

テ」への電子版NICU退院手帳システム
の実装 

② ｢ポケットカルテ」の基盤整備の強化 
3) 他事業との連携 

① 森班「未熟児手帳電子化を含めた極低出
生体重児の全国共通長期フォロー体制
構築に関する研究」との連携 

② 「四者協合同委員会による疾病登録と
保健・医療情報の電子化に関する委員
会」との連携 

4) 新生児外科疾患患者に対する予防接種・健康
診断モデルの構築 
予防接種、健康診断モデルの構築のための項
目検討のための勉強会。 

平成 29 年度： 
１）小児外科関連の専門医制度（平成 29 年 12 月
段階） 

– 日本小児外科学会 指導医・専門
医 

– 日本小児血液・がん学会 認定外
科医 

– 13 県において認定医不在 
– 日本周産期新生児医学会 認定外

科医 
– 19 道府県にて認定外科医

不在 
– 日本小児泌尿器科学会 認定医 

– 6 県において認定医不在 
– 日本内視鏡外科学会 技術認定制

度 
– 31 道府県において認定医

不在 
– 日本移植学会 移植専門医 

– データ未収 
２）NCD（National Clinical Database）との連携 

NCD 本来の目的 
 専門医制度との連携 
 医療水準評価に基づく医療の質の向上 

小児外科領域における特殊性 
 高難度手術の種類は多いが、症例数は少ない 
 地域における専門医による小児外科医療の提
供の現状 
 長期治療成績の把握が必要である 

NCD を用いた新生児外科集計へのとりくみ 
 次回（2018 年）集計に NCD の利用を検討 
 利点 

• 負担軽減（学会員、集計者、

倫理審査など） 
• データの標準化 
• 蓄積データの将来的な利

用 
 まだ不明な点 

• 悉皆性 
• 心臓外科医、泌尿器科医の

手術は除外されている 
• 過去との比較が難 

 
 
D. 考察 
「ポケットカルテ」は PHR の一つのモデルであ
り、また領域に関しても今回新生児外科に特化し
て開始した。今後は内容をさらに充実させるとと
ともに他領域との連携を図り、さらに、実際的な
ものとして普及するための方策を講じる予定で
ある。 
 小児外科関連の専門医制度の問題点として地

域遍在性が解消されていないこと、新しく始まっ

た関連領域の認定医制度は取得者がまだ少ない

現状がある。NCD を利用した専門医制度との連携

や医療水準の評価に基づく医療の質の向上が図

られており、これらは地域における小児保健医療

の提供体制の現状把握に有用であると考えられ

る。 
 
E. 結論 
地域における小児保健医療提供体制の問題点

と包括的な成長発育支援の在り方に関して、本プ
ロジェクトの目的を達成するための一手段とし
て小児外科領域からは PHR の普及に関する研究
を継続して進める予定である。 
 本プロジェクトの目的を達成するための一手

段として小児外科領域からは関連専門医制度の

現状の把握と問題点の解消、NCD との連携による

専門医制度の充実、データベースをもとにした地

域医療の問題点の把握などを通じて地域におけ

る小児保健医療提供体制についての提言を進め

ることが可能になると考える。 
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